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亙． 研究目的

　日本人φ国際社会への進出が目ざま・しい昨今，汐魍人

男性との間に子どもをもうけ，育児に励む日本バ亥性も

次第に多ぐなっている6将来ポ 国籍が父側の国籍に限ら

ないよう、な措置が講ぜられるよ うrになれば6毛』このような

外国人男性と日本人女性との間に生まれた子ども1（以下‘

混血児といケ）＝の公的な健康診査や保健指導の場べめ参

加も増える1ごどが予想ざ舵るじ』そのよ1うな場合，健診の

評価や保健指導のための基準を如何なるものにすべきが

は，現時点では明確な見解を出せない状態にあ～るるぞの

理由のrっとして，混血児に関する情報が意外に少ない

ことである。例えば，混血児の発育に関しででみる♂混

血児の数が統計的に処理できるほど多ぐな而尊どに着よら

ろうが， わが国の混血児に対する社会的考え方がその原

因の一つとな6ているごと も否定できない。』今後，一i社会1

の変革に伴し、ザ・・事情はかなり異ならてく喝可能性ほ十分

に考えられるが，1混血児とその家族に対ずる健康管理は

珠して不要と‘4ならないこ．とは当然のことである。

　さて，小児の身体発育評価は，個々または集団として

φ小児の讐鯉上躍であるζ醐旨曝れすい至と
・

おり咳る◎すなわち溌育は燃や疾解常な鞭育
に直接約・間接的に関係ある因子め影響を受ける。1それ

取沸育状簾諦躰こ出によつ1鯉人ま規集隅に1

おける小即健康鯉の鱒終硲鞭稗礁る弓嘗
牟できるので1保健指導においンて発育評価ば欠くざから

ざ1る重要項目である。㌧このよ・うな意義をもつ発育評価を

混血児にも潭庵させる＃めには現時点ではその匪価基準と

蝿1もの1撰夢ら鯵い・能 1、ll一、．∫．』コ、

　この墨査考えて，我々蛙混血児の発育単ラいての調査、、

研究ゑ実施することにした。実施にあたっては，澁血児

の出生牟多いと考えられぞ米軍基壇近郊i・ 太都会に叢い

て牌を勲興輿し榊醐軽坤区の跨納騨
附近賜蘇輝病瞬励を依頼麹とどもに訟合
母孫辱控．碧鱗導部輝ん牟訟お1冷回は・
発育追跡謁奪の原貞と獄為出生時の体倖1ど関する職告を

行解司亨る鉱』 1　
舎ぺ硬 、、．

　　∬♂対象と方法1旨，雑｛

　　　　　　　　　　｝彊r・r

　対象はデ総合母予保健セソダー保健指導郭受診の混血

　児（父はアジア系を除ぐ外国人劉母ほ日本人）男児25例

　鵜女卑21例詫令計46例、（以下礎零育群とい：う）1沖縄本禽

幅駆にある米海聯騨驚1981年用から1983年2
　月までに出生し零混卑卑， （父が米国国籍Φ軍汎及び軍関

　係者，・1母が 目本夫》で産科及び新生児記録が完全なもの

　男児38例‘1女児45例〆合計83例£（以　，米海軍群εい…う1〉

　である。こ弗らの2群にうレ）て1出生時身体計測値（体

輩・身長軌頭囲及び胸嘩舞妊娠麹間，母の年齢』身長・

経産回数などめ母の条餐“などを各輝設の記録より収禦

　したσ また，対照として， 沖縄県立中部病院産科にてほ

　　　　　　　　　　　　　ト
ヒ　　　　 　　　　　ヤ　　コ　　　こ　ロ　　　　　　み　　の　

ぼ同時期に出生した両親グと餐馨日本人の満期産卑を無

作為に抽出したδ、、逢¢難よ男児終阿乙タ児152例である61く以

・下・沖縄群≧ 轡糊騨査騨撰群
聯令ゴ・☆誓☆，1、凝
　ロ・堺　』 「．ト『葛．：デ；ド1『

gノ 『．＝ト

　1な繊鱒4づ‘・ゼ1！ ㌧∴、i 噌試、』寵．
、・

　．3：群の妊娠期間について表1に示した。、男女児聞及び

鰍問，唄娠鯛呼均値盟全簿撰塑熱な弄濁
妊娠37週未満マ）割合は・全例満期産爾沖縄群を除酔て；

米海軍群は7．9逐，愛育群ゐ輸1諺となっておづ，・こ綻も差し
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は認められない。

表1．妊娠期問（週）

病院別 米海軍病院 中部病院 愛育病院
性別
男 女 男 女 男 女

平均値
準偏差

39．3

．6

39．1

．9

39．4

．0

39．8

．1

39．2

．5

39．8

．2

　2．母の条件

　lD母の年齢

　対象児の出産時における母の平均年齢は表2に夢られ

るように，米海軍群が男児29．9歳・女児29．6歳と他の2

群に比して僅かに高齢ではあるが，有意差はないQ

表2　母の年齢（歳）

病院別 米海軍病院 中部病院 愛育病院
性別
男 女 男 ．女 男 女

平均値
準偏差

29．9

．2

29．6

．4

28．1

．0

29．2

．3

29．0

．6

29．3

．8

　19歳以下の若年の母は，愛育群にはなぐ，米海軍群と

沖縄群にみられ，それぞれ1例と3例であった。また，

20～24歳の母の占める害II合は，愛育群が最も少なく18．3

％，沖縄群が最も多く35．0彩，米海軍群は27，7％となっ

ており，40歳以上の母の割合は，愛育群2．8％・米海軍群

2．4％及び沖縄群2．0％で差はない。

　12｝母の身長

　3群の母の身長は表3のように，愛育群が最も大きく，

沖縄群が最も小さく，米海軍群はその中問に位置してい

る。　

・身長150．0碗未満のものの割合は，米海軍群1L1％・

沖縄群9．0％及び愛育群5，3％，身長165．0㎝以上の母の

表3　母の身長　（cm）

病院別 米海軍病院 中部病院 愛育病院
性別
界 女 男 女 男 女

平均値
準偏差

156．4

6．8

155．0

．2

152．6

4．9

152．1

4．2

159．0

．5

157．0

．4

占める割合は米海軍群9．7％・沖縄群3．0％及び愛育群4．5

％である。

　③経産回数

　初産の母は，愛育群4L3％・沖縄群28．0％及び米海軍

群21．7％となっており，愛育群が有意に多い（Pく0・01）。

特に，米海軍群のうち男児13．2妬であるのに対して，女

児が28．9％と女児がはるかに多い。一方，1回経産は愛

育群38．3％・米海軍群34．9％及び沖縄群32．0％となって

おり，3群の差はない。4回以上経産は米海軍群に4，8％

・沖縄群4．0％にみられたが，愛育群には1例もない。

　④妊娠中の状態

　妊娠中に母体に異常の認められたものは，妊娠記録に

基づくと，愛育群では妊娠中毒症2例・貧血5例・胎児

切迫3例があげられていた。一方，米海軍群では妊娠中

毒症1例・貧血2例・胎児切迫4例・尿路感染症1例み

られた。なお，沖縄群は妊娠中に重症な異常のあるもの

は対象として選ばれていない。

　3．出生時の体位について

　出生時の体位は，体重・身長。頭囲及び胸囲について

調べ，その結果を表4に示した。これらの計測値は，3

群間にはほとんど差が認められない。

　米海軍群について出生体重の分布を表5に示した。出

生体重2，500g未満の割合は男児5，3％・女児11、1％で

男女児合わせて8．4％となっている。出生体重の分布で

は2，500g以上3．000g未満に属するものは男児21．1％。

表4　出生時身体計測値

院別
米海軍病院 中　部　病　院 愛　育病　院

溺
男 女 男 女 男 女

　　　偏　　　差出生時体位

平均値
標準
差
平均値
標準
差
平均値
標準
差
平均値
標準
差
平均値
標準
差
平均値
標準
差

体　重（9）
3253 432 3119 502 3305 349 3157 316 3280 369 3183 437

身　長（c田） 51．6
24 50．8 3．2 49．4

L4 49．2 1．9 49．7 1．7 49．5 2．3

頭　囲（c血） 34，・3 1．7 33．5 2．1 34．4 1．2 33．9 1．0 33．5 1．1 33．6 1．7

胸　囲（cm） 33．2 1．9 きao 2．3 32．6 1．3 32．1 1．2 32．8 1．4 32．5 1．7

倒 数、
38 45 48 52 25 21
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．高野他＝父が日本人で獄り出隼例（海血児》4）発育について

、、、女児22．3彩である。・由方』 』3，600、9 以上は男児20．9％・

女児エ3．3％とな ？て鎗る61． 1・．ドr ：1・1　 　7 ■　

　また，妊娠期聞と出生体重の関係を船川の区分に従っ

て分けたところ，Light－for－dates　infantは男女児計

で5．1％，Heavy－for－daf凶infantは同じく16．4％

ど後者が多いる』　 ㌧ 』一1・’．

　表5　出生体重の分布（米海軍病院）

性別 　　　　｝
』

、女

雌魎廻数 例数、 ，㌦ち％．」・ 例数・ ％

＜20009 0 0 1 2．2

」2000ル．2500 』2 5．31 4 8．9

2500ル3000． 8 一21．ユ 11． 124．4

3000～3200
8 214．、 10　 22．す：

320Q鳶
3400 16

・ 15甲8＝ 9 20．0

3400！γ
3600 6 ユ5㌧81、 4 8．9

3600～40DO 7． 1危3． 5 11死1

4000≦．
1． 、21

昼
．1 盛2

　　生　出生時及び新生児期の状態く琴海寧弾恥

r～1娩出方法‘ま帝王切開々樋4蚕％兜錐子分娩エ0・二8％，・骨盤

一位牽引術は24％であ多直ま た，・生後1分④Apg3r：Score

　7点以下のものは20．5％となっている。　　1、、 il．

rと ，、新生児期の所見として，分娩損傷4例ρ呼吸窮迫症候

群、3例・ 低血糖1例2・敗釦1症 1例粧記録さ れ頂いた。 ∵

　退院時の栄養法は，母乳栄養62、7疹。人工栄養26」5％

｝及び混合栄養10・8％である 。・rなお郭退院はほ蜜友どが生・

後4～5日以内である。　　　　・び1．1濡1 2肩
　　　　　　　　　　　　　　ヤ』こン 』ド』『i’㌧「1｝1

　w．考察
　　　　　　　　コ　 』唱 ”1「 ‘　写』ザ　 ハ、　 　㌧ 　　　　・　　■ ，・

　混血児年関 して1劃．人類学駒問潭と神会学的問題があ

り，その身体発育についセの！究明年あたっても，その両

頑巨塑ら4〉塗討牟謄粟となると思わ鴫る。二奪が甲では，混

血児に対しては社会的関心がより高く，溌れもfのぞき」

団趣陣的越琿俗な関心輝先行してい急場合が多いように見

受けられる。　　　　　　　　　　、 1，1
r． ▽服

　、欧米人≧ の間り混血児は歴史的年みても，室町時代以

御4は存在していたと 考えられる蘇まな，沖縄 ・宮古島

1Φ離島である池間島では古ぐから欧米人≧の間の混血児

が隼ま鵜たこ喜牟伝えられて野う。 第2珠世界大戦筏．

米国をはじめとする各国の軍人の駐貿により，．彼らとΦ

間に子どもをもうけた日本女性もいた。これは，沖縄に

限ったことではなく，我が国の各地域にみられたが・特

に，黒人兵との間の混血児が多く出生した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　これらの戦後の混血児の発育については，保志らによ

，づて追跡的研究が精力的に続け．られ1・学童期の／うちでも

』年少時でば鐙日本人に近い体格を示ずという結果が得ら

れてい1る。、この研究は学童期以後の発育をみている もの

であるがジ我々のよう1な出生時か，らの追跡的な報告は少

ないよう⊃に思われるず…、・・、

，酷混血児の発育を検討する場合し’父側卑子と母側因子の

聯磯盤考慮し瀞ら膿境因子や後天膿禰子
　め影響を十分に念頭に蓄く必要があること1はいう1までも

ない6∫ 1芒、』』∵・廷∵こ』一．．※洛∵11歌㌧ゾ1＝く： ピバ

　・二今回の対象となった混血児の父は、、米国人をぱ じめと

する欧米人であるδ 米海軍群の父は米国国籍をも？軍人

一 または軍関係であるが，、その人種に関する情報を得るこ

・亡ができなかづた。｝人種によ る出生時体位夢 殊に・， 出生

体重の差は指摘ざれてい1るし ・これは人種の生物学的要因

』による：ものか1』社会的要因による、ものかについてはレそ

・の判断はなかなか困難なこ、ど聴ある乙米海軍群の父では，

、軍隊の階級による差はデ社会経済的葦を与えてはいるが，

全ぐ異なる．職業の父が対象どなづている愛育詳とは完全

に異なる点である6（愛育群の父の職業は） 二貿易商∫・1会社

員・ジャ1一ナ1リ．ス、卜関係者・研究者など多岐にわたうて

いる。父の職業・1（世帯の職業） と児の出生体重との関係

にマいて，晒て離蜀、嫁蜘儲して燭，鯛職

1・などに比して自営業では出隼体重が小さいことを述べて

いるよしか、し， ．、これぢの報告にはいうまでもな乙ぐ軍関係

ミ者は含まれていない。今回の米海軍群と愛育群の出生体

重に差がみ：られなかづだ！こ・とば1・ド父の社会経済的条件の

　　　　ヤ影響は〆今回に限ってかうな らば必ず1ノも重要な因子と

』しで作用しな瓶ザた＝と もいえる。、・父の体格についての資

・料が入手できな翻づたが∫愛育群と米海軍群はともに欧

米人であるため妄常識的にみて沖縄群より身長は大きい

ことは想像される・二 この点を考慮しても㌢ 混血児の出生

体重には父の条件は大き．な要因と はならないよう、忙思わ

れる。

　一方，母側の因子としては，今回は母の年齢〕・身長及

び経産回数を指標とした。母の年齢分布をみると，愛育

二群は25乍34歳に集中しているがず：米海軍群では25融29歳

群と35歳以上の割合が愛育群に比して多く，それが平均

．年齢を3群中最も高ぐしでいる㌧ものと考えられるよ沖縄

群は3群中最も若ぐ，男児を例にξづでみる1ど∫漫育群

1どの間に約1r年，米海軍群との間には約2年の差がある。

これは，沖縄群には24歳以下のものが多 く三占めて＆、ンる：た

めであり，沖縄県の出産年齢の実態箋そのまま友映して

いる。高年及び若年の母では出生体重の小さい出生例が
多いと報告されておりτ）特に，低出生体璽児の出生頻度

　　　　　　　　　　　　　　　　9）も高いことは人口動態にも示されている。しかし，米海

一61／一
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軍群の7例の低出生体重児の母の年齢は必ずしも着年ま

たは高年というわけではない。なお，米海軍群の低出生

体重児の出生頻度は沖縄県の低出生体重児出生頻度と差
　　6）
はなく，ここにも混血児の出生体雷には母側の要因が強

く現われることを示唆している結果がみられる。

母の身長は瀞群幅く・沖縄群澱も低し’の姻民栄

養調査結果報告にょる東京及び沖縄の比較と一致している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7），ID、12）
母の身長は出生体重に影響することが指摘されている。

しかし，今回の混血、児群と沖縄群との闇には出生体重に

差がみられなかった。このことは，母の条件のうち年齢

と身長といった要素は混血児の出生時体位に強く影響す

る因子ではなかったことを示している。愛育群の母の体

位が優れていたが，経産回数の少ない出生児が多いこと

が一つの要因となって他の2群との間で出生体重に差が

生じなかったとみなされる。出生順位と出生体重との関
係は全国調査結稟窪はじめ筆者ぢあ調査にも示されてい

る。米海軍群の経産回数別出生の割合は，沖縄県の出生
　　　　　　　6）頻位別出生の割合と比較すると，第3子以上の割合がや

や高いといえる。それは全国平均の約2倍に達している。

　出生児の身長，胸囲及び頭囲にづいても体重とほぼ同

様のことがいえるものと思われるが，体重のようにより

明確な影響因子を見出すことは難しいと考えられる。

　以上，母の条件は3群間に多少の差があっても，混血

児と日本人との間の出生時の体位に全く差が認められな

かったことは，母が日本人であるということが大きく影

響しており，それは父側の因子よりも強いものといって
　　　　　　　　　　　2》もよかろう。これは，保志らの研究結果にも示されてい

た。年少の閤は母側（日本人）の体格に近いということ　1

と同じ結果といってもよい。いうまでもなく，母の条件

は決して単純なものではないことは当然である。

　今後，出生後の発育について追跡調査を行い，混血児

の発育を評価する資料を得るこ とにしたい。

V．結 諭

　混血児と日本人の出生時の体位について比較調査した

結果

　①妊娠期間，母の年齢・身長に差のない混血児と日本

人の出生時体位には差は認められなかった。

　②混血児の出生時体位は父の要因より母の要因の影響

をより強く受けると考えられる。　・

　本調査にご協力頂いた沖縄米海軍病院の産婦人科部長

Dr．Yanck，小児科部長Dr．Deline及びMr．K．

Kaneshima　に深謝いたします。
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